
青

　

木

加
え
る
も
の
で
あ
る
。

三

河

本

宗

寺

に

つ

い

て

I
土呂坊
・鷲塚坊をめぐ
ってI

馨

蓮
如
以
降
の
本
願
寺
化
し
た
三
河
教
団
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
佐
々
木
上
宮
寺

・

野
寺
本
澄
寺

・
針
崎
勝
鬘
寺
の
三
ヵ
寺
と
本
宗
寺
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
言
う

迄
も
な
い
。
殊
に
本
宗
寺
は
、
い
わ
ゆ
る

一
家
衆
寺
院
と
し
て
そ
の
成
立
や
性
格
は

在
地
の
大
坊
主
と
は
お
の
ず
か
ら
異
る
も
の
の
、
今
迄
こ
れ
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究

は
少
な
く
、
織
田
顕
信
教
授
の
研
究
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
特
に
創
草
の
事

情
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
宗
寺
の
成
立

・
展
開
を
考
え
る
中
に
、
近
年
発
見
さ
れ
た
り
管
見

に
入
っ
た
若
干
の
史
料
に
注
目
し
、
本
宗
寺
の
三
河
内
外
の
教
線
拡
大
の
動
向
を
め

ぐ

っ
て
考
察
し
つ
つ
、
合
わ
せ
て
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
来
た
土
呂
坊
に
対
す
る
鷲
塚

坊
の
存
在
意
義
に
も
焦
点
を
当
て
、
両
坊
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て

本
宗
寺
は
、

一
般
に
応
仁
二
年

(
一
四
六
八
)
蓮
如
三
河
下
向
を
も

っ
て
創
設
さ

れ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
蓮
如
を
媒
介
と
し
て
転
派

・
改
宗
を
伝
え
る

一
般
寺
院
の

伝
承
と
重
り
合
う
が
、
こ
の
年
に
蓮
如
下
向
を
示
す
明
確
な
史
料
は
な
く
、
お
そ
ら

く
こ
れ
ら
の
伝
承
も
近
世
後
期
頃
に
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
こ
れ

は
、
碧
南
市
応
仁
寺
と
安
城
市
本
瓜
寺
所
蔵
の
名
号
裏
乱
の
年
次
と
合
致
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
応
仁
二
年
と
い
う
年
は
、
蓮
如
に

と

っ
て
も

一
つ
の
画
期
と
な

っ
た
年
の
よ
う
で
あ
る
。
寛
正
六
年

(
一
四
六
五
)
の

大
谷
破
却
以
後
、
祖
像
安
置
場
所
が
定
ま
り
叡
山
と
の
問
題
回
避
策
と
し
て
そ
の
年

の
四
月
の
実
如

へ
の
譲
状
を

一
つ
の
区
切
り
と
兄
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
東
国
下
向

九
七

は
じ
め
に

-



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
近
江
以
東
の
拠
点
と
し
て
如
光
を

中
心
に
本
願
寺
門
徒
団
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
三
河

へ
蓮
如
の
注
目
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
ず
こ
こ
で
、
本
宗
寺
創
設
の
経
緯
と
密
接
に
関
わ
る
如
光
と
蓮
如
の
関
係
に
つ

い
て
着
目
し
て
み
た
い
。

蓮
如
と
如
光
の
関
係
は
、
寛
正
二
年
(
一
四
六
一
)
九
月
二
日
上
宮
寺
へ
下
付
の
本

尊
裏
書
を
以
っ
て
明
確
な
年
次
の
初
見
と
す
る
が
、
寛
正
の
法
難
の
際
の
本
福
寺
記

録
に
見
ら
れ
る
如
光
の
活
躍
や
、
如
光
が
没
し
た
時
の
蓮
如
か
ら
の
胚
や
み
状
か
ら

も
、
両
者
が
い
か
に
親
密
で
あ
っ
た
か
は
今
さ
ら
多
言
を
要
さ
な
い
。
特
に
後
者
で

は

「
こ
の
四
五
年

(
う
ち
そ
い
外
て
、

よ
ろ
つ
な
に
事
も

た
の
ミ
入
外
事

二
て
外

に
、
ひ
と
し
ほ
ち
か
ら
を
お
と
し
詐
)
と
あ
り
、
本
願
寺
存
亡
に
か
か
わ
る
時
期
に

如
光
は
蓮
如
に
呪
近
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
蓮
如
と
如
光
の
こ
の
よ
う
な
関
係
を

見
る
時
、
本
宗
寺

(土
呂
坊
)
の
創
設
は
如
光
の
存
在
ぬ
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
大
略
事
実
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

「
上
宮
寺
縁
起
絵
」
等

の
伝
承
史
料
に
も
土
呂
坊
と
如
光
の
関
係
を
見
出
し
得
な
い
点
や
、
如
光
が
応
仁
二

年
十

一
月
に
没
し
た
事
な
ど
に
よ
り
織
田
教
授
は
両
者
の
関
係
に
は
否
定
的
で
、
む

㈲

し
ろ
在
地
の
石
川

一
族
と
の
関
係
を
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
創
設
に
つ
い
て
の
明
確

な
年
次
や
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
手
掛
り
と
す
る
史
料
は
乏
し
い
。
こ
れ
は

一
つ

に
、
蓮
如
取
り
立
て
の
坊
舎
で
あ
り
な
が
ら
本
願
寺
の
血
縁
が
入
寺
す
る
の
は
実
円

ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

圓

と
も
か
く
本
宗
寺
が
土
呂
に
設
定
さ
れ
る
の
は
、

『信
長
公
記
』
な
ど
に
見
ら
れ

九
八

る
経
済
的

・
交
通
上
の
優
位
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
如
光
の
誘
引
の
背
景
に

は
、
こ
の
時
期
元
来
高
田
系
で
あ

っ
た
上
宮
寺
と
共
に
、
事
実
上
本
願
寺
と
間
接
的

に
血
縁
寺
と
な
っ
て
い
た
勝
鬘
寺
の
両
大
坊
を
は
じ
め
と
す
る

(本
誼
寺
は
こ
の
時

点
で
完
全
に
本
願
寺
傘
下
に
入
っ
た
か
ど
う
か
断
定
出
来
な
い
が
、
本
願
寺
色
に
な

る
傾
向
は
大
き
い
。)
末
道
場
群
の
本
願
寺
化
を
、
明
確
た
ら
し
め
る
中
心
道
場
と
す

べ
き
意
志
が
作
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
た
と
え
無
住
で
あ

っ
て

も
蓮
如
開
山
と
い
う
権
威
的
存
在
と
し
て
の
機
能
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
出
来

な
い
。
。

と
こ
ろ
で
、
実
円
が
い
つ
本
宗
寺
に
入
寺
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
確
を
欠
く
が
、

兄
本
徳
寺
実
玄
が
十
九
才
で
早
世
後
彼
が
本
徳
寺
兼
住
と
な
る
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
飯
貝
本
善
寺

へ
実
孝
が
七
才
で
入
寺
し
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
い
ず
れ
も
幼
少
に
入
寺
し
て
お
り
、
実
円
は
明
応
七
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
明

応
末
か
ら
文
亀
頃
に
か
け
て
入
寺
と
い
う
形
を
と

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
実
円
入
寺
は
少
な
く
と
も
四
、
五
十
年
後
の
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
す
で
に
文
明
七
年

(
一
四
七
五
)
に
親
惣
無
図
御
影
と
同
絵
伝
四
幅
が

蓮
如
よ
り
土
呂
坊
に
下
付
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
り
、
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば

応
仁
二
年
創
建
説
は
ほ
ぼ
信
拠
し
て
よ
く
、
当
初
よ
り
坊
舎
も
整
え
ら
れ
た
と
み
て

よ
い
。
ま
た
、
土
呂
坊
が
い
つ
頃
よ
り
本
宗
寺
を
称
し
た
か
も
や
は
り
不
明
確
で
あ

る
が
、
次
の
よ
う
な
裏
書
の
あ
る
七
高
僧
像
が
姫
路
市
本
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
。

管
見
で
は
、
こ
れ
は
同
時
代
史
料
に
よ
る
本
宗
寺
寺
号
の
初
見
で
あ
る
。
多
く
の

場
合
、
寺
号
を
称
す
る
の
は
坊
創
設
よ
り
少
し
後
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ



口

禄

五

年

E

三

月

ロ

ロ

ロ
朝
太
祖
真
影

　　

本
宗
寺
常
住
物
也

願
主
釈
実
円

松阪市木宗寺蔵

―

‐

-

-

-

1

-

を
紹
介
し
た
喰

―

-

1

1

-

-

-

―

-

1

1

-

-

―

―

-

1

1

1

1

-

-

―

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

゛・

こ
こ
で
、
本
宗
寺
を
考
え
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
史
料
が
あ
る
の
で
ま
ず
こ
れ

三
河
木
宗
寺
に
つ
い
て

九)
九 ・

-

-

ら
く
こ
の
頃
寺
号
が
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

実
悟
に
よ
れ
ば
、
尨
如
取
り
立
て
の
坊
舎
は
大
坂
殿

・
堺
御
坊

・
吉
崎

・
英
河

・

土
呂

・
鷲
塚

・
飯
貝

・
黒
江
の
八
ヵ
所
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
坂
は
本
寺
と
し
て
、
堺

は
隠
居
所
、
吉
崎
も
半
ば
本
寺
的
性
格
を
持
っ
た
経
緯
か
ら
こ
れ
ら
は
他
の
坊
と
根

本
的
に
異
る
。
し
か
し
、
英
賀
以
下
の
五
坊
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
鷲
塚
坊

・
黒
江

坊
な
ど
は
蓮
如
在
世
中
に
坊
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
か
疑
問
の
所
も
あ
る
。
長
嶋

坊

(願
鐙
寺
)
や
富
田
坊

(教
行
寺
)
の
よ
う
に
、
茲
如
が
開
基
あ
る
い
は
開
創
に

か
か
わ
っ
た
例
は
多
い
が
、
実
悟
が
こ
れ
ら
八
坊
を
特
に
あ
げ
た
の
は
何
ら
か
の
基

準
に
基
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
土
呂
と
鷲
塚
の
両
坊
が
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
宗
寺
の
存

在
を
考
え
る
上
で
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

同　　 裏　　 書



同　　 衷　　 書

釈
蓮
如

(花
押
)

応
仁
二
歳
E
十
一月
百

参
河
国
波
津
郡
志
貴
庄
之
’内

佐
々
木
浄
弘
寺
常
住
物
也

願
主
釈
尼
如
順

如
光
之
真
影

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

一
〇
〇

法
量

　

上
宮
寺
本

　

101

m
x
37

・
9

m

本
宗
寺
本

　

87

・
8

m
x
38

・
8

m

讃

　　

両
者

「
如
来
所
以
興
出
世
」
以
下
八
句

銘

　　

両
者

「
釈
蓮
如
」

「
釈
如
光
」

両
者
絹
本
著
色
で
、
絵
相
は
上
宮
寺
本
は
上
下
に
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
本
宗
寺

本
は
斜
め
に
重
り
合

っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
裏
書
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
が
、
共
に

応
仁
二
年

(
一
四
六
八
)
十

一
月

一
日
で
こ
れ
は
如
光
の
命
日
に
当
た
る
。
た
だ
こ

れ
ら
は
、
描
法
や
裏
書
の
書
式
も
異
り
、
同
様
の
も
の
を
同
時
に
二
幅
作
成
し
た
と

い
う
よ
り
、
若
干
の
時
間
的
ズ
レ
が
あ

っ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

岡崎市上宮寺蔵

応
仁
二
歳

　　

十

一
月

一
日

(A)

願
主
釈
寿
徳

〈
上
宮
寺
蔵
〉

松
阪
市
本
宗
寺
(大
谷
派
)
に
所
蔵
さ
れ
る
蓮
如

・
如
光
連
座
像
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
を
兼
ね
て
簡
単
に
私
見
を
発
表
し
た
炳
、
今

一
度
ヽ

も
う
少
し
詳
細
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
こ
れ
と
同
様
の
も
の
が
佐
々
木
上
宮
寺
に
伝
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
り
、
こ
れ
と
の
対
此
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

釈
蓮
如

(花
押
)



祐
慶
門
徒
吉
野
郷
川
頬
庄
飯
貝

伊
勢
国
飯
野
郡

中
万
郷
射
和

明
応
八
年

紀

八
月
十

一
日

願
主
釈
寿
正

さ
れ
て
は
い
る
が
、

以
下

関
係
部
分
を

抄
出
し
て
お
き
た
い
。

尚

『皆
乗
院
実
孝

書
』
と
題
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

『
実
孝
書
』
と
す
る
。
ま
た
、
明
ら
か
に
誤
読
と

思
わ
れ
る
部
分
を
数
カ
所
改
め
た
。

中
略

一
、
此
門
徒
中
の
事
(
も
と
(
奈
良
衆
飯
貝
二
(
坊
主
も
候
て
佛
法
か
た
も
し
な

く
共
偶
ぬ間
、
いか
や
う
の人
○
も
佛
法
の志
の人
も
か
な
と各
存
候
之
処
、

三
河
の
人
に
寿
徳
と
申
人
偶
っ
る
間
、
此
門
徒
中
二
置
申
し

っ
か
い
被
す
ゝ
め

口
口
‐
]
候
っ
る
、
具
人
往
生
候
て
後
又
人
も
な
く
候
間
前
々
住
様

へ
た
れ
に
て
も

を
き
申
度
之
由
偶

ヘ
(
、
慶
順
と
申
候
人
を
御
下
し
候

っ
る
、
是
も
三
河
の
人
に

て
佐
々
木
の
下
に
て
候
っ
る
、
此
慶
順
の
時
佐
々
木
よ
り
被
申
事
二
慶
順
(
佐
々

木
の
下
に
て
候
間
、
な
ら
衆
も
佐
々
木
門
徒
た
る
へ
き
ょ
し
被
申
候
っ
る
、
然
共

そ
れ
(
い
は
れ
ぬ
儀
被
申
候
、
前
々
住
様
よ
り
被
仰
付
候
て
、
慶
順
時
よ
り
直
二

参
偶
っ
る
ヽ
慶
順
往
生
以
後
又
人
偶
い
て
七
沁
し
に
候
よ
し
を
前
々
住
様

へ
又
申

上
偶

ヘ
(
、
我
ら
を
御
下
候
間
め
し
っ
か
わ
れ
候

(中
略
)
。

一
、
前
住
様
之
御
時
此
門
徒
中
に
被
仰
出
事
(
、
前
三
河
の
す
ち
め
候
間
、
土
呂

殿

へ
参
候

へ
与
力
の
事
は
我
等
二
前
々
二
す
こ
し
も
相
か
(
ら
す
与
力
し
偶

へ
と

被
仰
出
候
、
其
時
各
申
事
二
三
河
の
事
(
前
々
住
様
之
御
時
事
は
て
落
居
候
よ
し

の
子
細
共
申
分
候

ヘ
(
、
其
段
子
細
(
き
こ
し
め
し
わ
け
ら
れ
偶

へ
し
、
然
共
先

土
呂
殿
へ
参
候
へ
と
被
仰
偶
、
乍
去
此
門
徒
中
の
申
事
に
既
我
等
を
坊
主
に
と
申

候
て
、
前
々
住
之
御
時
申
下
候
間
、
如
此
被
仰
出
候
事
い
わ
れ
さ
る
御
事
に
て
候

と
存
候
間
…
…

(中
略
)
。

一
〇

一

(B)
本
宗
寺
本
は
、
二
通
り
の
裏
書
が
添
付
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
形
態
の
も
の
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
前
者
を
倒
、
後
者
を
聞
と
し
、
次
に
こ
の
裏
書
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
て
み
た
い
。

凶
に
つ
い
て
は
、
上
宮
寺
本
と
異
り
物
件
の
名
称
が
な
く
願
主
の
住
所
、
本
末
関

係
の
記
載
も
な
い
。

た
だ
、

こ
の
様
な
例
は
他
に
も
あ
卵
さ
し
て
不
自
然
で
は
な

い
。
㈲
は
、
年
次
と
筆
跡
か
ら
明
ら
か
に
実
如
に
よ
り
良
書
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
署

名
も
な
く
か
つ
住
所
も
二
通
り
記
さ
れ
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
凶
聞
か
ら
問
題
と
な

る
の
は
、
応
仁
二
年
に
お
け
る
寿
徳
な
る
人
物
、
明
応
八
年

(
一
四
九
九
)
寿
正
な

る
人
物
と
飯
貝

・
射
和
の
両
地
が
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
史
料
が
存
す
る
。
そ
れ
は
、

吉
野
飯
貝
本
善
寺
の
尨
如

(本
願
寺
)
取
り
立
て
の
経
緯
に
関
す
る
実
孝
自
筆
の
妻

み
な
み
向
宛
の
記
録
で
あ
る
。
本
文
は
読
解
が
非
常
に
根
難
な
部
分
が
あ
り
、
意
味

不
明
の
箇
所
も
多
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
発
見
者
の
故
宮
崎
円
遵
博
士
が

一
応
解
読

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て

〈
本
宗
寺
蔵
〉



一
〇
二

一
方
、
慶
順
の
時
に
は
佐
々
木

(上
宮
寺
)
よ
り
彼
が
上
宮
寺
下
で
あ
る
か
ら
、

奈
良
衆
も
佐
々
木
門
徒
で
あ
る
べ
き
と
申
し
出
た
が
、
文
意
不
明
な
が
ら
蓮
如
に
仰

せ
付
け
ら
れ
て
こ
の
時
よ
り
直
参
と
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

慶
順
往
生
の
後
実
孝
の
入
寺
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
㈲
に
つ
い
て
は
、
蓮
如
没
直
後
の
明
応
八
年
八
月
十

一
日
、
署
名
は
な
い
が

筆
跡
か
ら
実
如
に
よ
り
再
び
裏
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
願
主
の
寿
正
に
つ
い
て
は

明
確
を
欠
く
が
、
先
の
寿
徳
の
後
継
と
思
わ
れ
る
も
の
の

『実
孝
書
』
に
は
そ
の
名

は
見
え
ず
、
慶
順
と
も
別
人
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の
裏
書
は
、
や
は
り
理
如
の
没
と
何

ら
か
の
関
り
を
思
わ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、

『
実
1　
書
』
の
記
事
に
そ
の
後
の
事
情

を
求
め
て
み
た
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
前
住
実
如
の
時
、
三
河
の

「
す
ち
め
」
に
よ
り
土
呂
殿

へ
参
り

前
々
同
様
与
力
す
る
よ
う
、
恐
ら
く
土
呂
殿
乃
至
は
上
宮
寺
側
よ
り
の
申
し
出
が
あ

っ
た
が
、
三
河
の
こ
と
は
前
々
住
の
時
に
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
実
孝

が
坊
主
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
そ
れ
は

「
い
わ
れ
さ
る
御
事
」
で
あ

っ

た
。
さ
ら
に
重
ね
て
、
奈
良
衆
に
も
土
呂
殿

へ
参
り
前
々
に
変
わ
ら
ぬ
与
力
を
求
め

て
お
り
、

「
如
此
之
申
事

(
我
等
迷
惑
仕
候
事
此
儀
)
で
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ

う
に
、‘
蓮
如
没
後
も
飯
貝

(本
善
寺
)
を
中
心
と
す
る
門
徒
団
に
対
し
て
、
土
呂
側

は
三
河
と
の

「
す
ち
加
」
を
盾
に
執
拗
に
与
力
継
続
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
蓮
如
の
没
後
三
河
系

(上
宮
寺
)
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
幼
少
な
る

が
故
で
あ
ろ
う
か
実
孝
入
寺
以
後
も
吉
野
門
徒
の
帰
属
の
問
題
が
露
呈
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
㈲
の
裏
書
に
飯
貝
が

「
祐
慶
門
徒
」
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一
、
な
ら
衆
に
も
土
呂
殿

へ
参
候
共
我
等
か
た
へ
の
事

(
前
々
二
い
さ
X
4
9
相

か
(
ら
す
与
力
候

へ
無
沙
汰
候
て
(
可
為
曲
事
之
由
披
仰
付
候
由
我
等
に
も
被
仰

聞
候

へ
共
、
か
は
り
は
て
た
る
肺
に
て
候

ヘ
(
迷
惑
此
事
候
、
如
此
之
申
事

(
我

等
迷
惑
仕
侯
事
此
儀
に
て
候
ヘ
(
、
せ
め
て
御
分
別
も
ま
い
り
侯
(
≒

か
た
し

け
な
く
そ
ん
し
侯
(
ん
と
の
申
事
候

(
以
下
略
)
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
飯
貝
の
坊
主
に
三
河
の
人
で
寿
徳
と
い
う
人
を
置
い
た
と

い
う
が
、
こ
れ
は
裏
書
固
の
寿
徳
と
み
て
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
寿
徳
没
後
、
再
び

坊
主
が
な
く
前
々
住

(蓮
如
)
よ
り
慶
順
と
い
う
人
を
下
さ
れ
た
が
、
や
は
り

「
三

河
の
人
に
て
佐
々
木
の
下
」
で
あ

っ
た
と
云
う
。
寿
徳
が
佐
々
木
下
で
あ
る
か
は
明

記
さ
れ
な
い
が
、
連
座
像
の
願
主
と
な
り
う
る
程
で
あ
る
の
で
上
宮
寺
の
門
末
で
も

むしろ有力な存在と考えられる。
ここに、寿徳―
慶順と三河上宮寺系

門
末
の
二
人
が
相
次
い
で
古
野
衆
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
存
在
を
確
認
す
る
事
が
出

来
心
。
古
野
と

三
河
門
徒
の
関
係
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
考
察
さ
れ
て

い
な
い

が
、両
者
は
か
な
り
早
く
か
ら
交
渉
が
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
『存
覚
袖
日
記
』

に
そ
の
名
の
見
え
る
大
和
の
学
念
な
る
人
物
が
書
写
し
た
『
教
行
信
証
』
の
写
本
が
、

野
寺
本
澄
寺
に
伝
来
す
乱
一こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
宮
崎
円
遵
博
士
は
、

蓮
如
が
応
仁
二
年
三
河
巡
化
の
後
秋
に
古
野
に
下

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

「
三

河

・
吉
野
両
旅
行
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
も
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。」

と
云
わ
れ
心
。
こ
の
年
の
蓮
如
の
三
河
下
向
が
事
実
と
す
れ
ば
、
如
光
と
の
接
触
と

上
宮
寺
系
吉
野
門
徒
と
の
何
ら
か
の
調
整
が
あ

っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
、
こ
の

指
摘
は
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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合
、
吉̀
野
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
本
1　
寺
を
介
さ
な
い
本
宗
寺
傘
下

の
門
徒
団
も
成
長
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
仰
の
も
う

一
つ
の
地
名

「
射
和
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
上
寺

関
係
が
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
祐
慶
門
徒
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

『
別
本
如
光
弟
子
帳
』
に
は

「
伊
勢
国
伊
沢

一
箇
所
」
と
あ
り
、
射
和
に
は
も
と
も

と
上
宮
寺
の
下
道
場
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は

「
上
宮
寺
門
徒
」
と

あ

っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

九
字
名
号
と
共
に

こ
の

「
二
尊

立
」
を
、
如
光
後
継
の
室
角
が

「
女
儀

二
候

ヘ
(
)
実
如

へ
指
し
上
げ
た
と
あ
り
、

こ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
連
座
像
が
、
も
と
も
と
上
宮
寺
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
連
座
像
と
共
に
射
和
道
場
も
そ
う
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
記
述
の
前
に
越
前
吉
崎
に
隠
居
所
が

I
カ
所
有
り
、
や
は

り

「
女
儀
」
に
よ
り
門
徒
共
に
蓮
如
に
指
し
上
げ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
他
に
傍
証
す
る
も
の
が
な
い
た
め
そ
の
ま
ま
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
に

し
て
も
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
射
和
道
場
の
場
合
、
連
座
像
と

共
に
実
如
に
仮
託
さ
れ
た
、
実
円
に
譲
渡
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
想
像
の
或
を
出
な
い
が
、

『
別
本
如
光
弟
子
帳
』
の
成
立
は
近
世
初

頭
で
あ
り
、
上
宮
寺
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
分
派
後
の
状
況
に
合

っ
た
伝
承
が
作
ら
れ

た
可
能
性
も
あ
り
、
表

(
西
)
側
と
な

っ
た
本
宗
寺
と
の
関
連
は
否
定
さ
れ
て
心
不

思
議
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
先
の

『
実
孝
書
』
の
本
宗
寺
の
教
線
仲

長
の
あ
り
方
を
、
あ
る
程
度
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
古
野
と
射
和
は
地
理
的
に

一
見
無
関
係
の
地
点
の
よ
う
で
あ
る
が
。

一
〇
三

ど
町
茫
さ
拓
る
こ
と
吃

拾
1　
の
素
生
を
明
直
に
出
丸
な
い

上
宮
寺
門
徒
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の

一
行
は
、
筆
跡
に
は
問
題
は
な
い
が
運
筆
が
や
や
不
自
然
で
あ
り
、
後
筆
の
可
能
性

も
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
が

一
層
明
確
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
時
、
実
孝
入
寺
の
裏
に
は
上
宮
寺
や
本
宗
寺
を
は
じ
め
と
す

る
三
河
系
の
勢
力
を
抑
止
せ
ん
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
実
孝
が
、
本
善
寺
取
り
立
て
の
由
来
を
記
述
し
た
最
大
の
理
由
は
、

「
三
河
の
す
ち
め
」
は
す
で
に
解
決
済
み
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
つ
つ
、
妻
は
じ

め
後
代
に
申
し
送
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
言
う

「
三
河
の
す
ち
め
」
と
は
、

元
来
上
宮
寺
と
の
関
係
で
あ

っ
た
も
の
が
、
対
土
呂
殿
=
本
宗
寺
の
関
係

へ
と
記
述

の
内
容
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
当
初
の

上
官
寺
の
教
線
を
次
第
に
本
宗
寺
が
取
り
込
ん
で
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
時

に
こ
の
こ
と
は
、
三
河
に
お
け
る
本
宗
寺
の
地
位
の
微
妙
な
変
化
を
示
す
と
共
に
、

権
威
の
象
徴
と
し
て
実
質
的
に
三
ヵ
寺
以
下
の
与
力
体
制
が
整

っ
た
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
つ
に
実
円
入
寺
が
契
機
に
な

っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
悦
ち
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
古
野
に
お
け
る
本
宗
寺
の
与
力
化
の
動
向
は
こ
の
後
は
明
確
で
な
い

も
の
の
、

『
天
文
日
記
』
に
は
本
宗
寺
の
大
和
進
出
を
裏
付
け
る
記
述
が
見
ら
れ

る
・
す
な
わ
ち

「
奈
良
本
宗
寺
下
」

　

(十
二

・
一
・
七
)
、
「
奈
良
本
宗
寺
門
徒
中
」

(十
三

・
十

一
・
二
四
)
、
「
奈
良
本
宗
寺
方
」

　

(
二
〇

・
七

・
七
)
な
ど
い
ず
れ
も

奈
良
に
お
け
る
本
宗
寺
門
徒
、
あ
る
い
は
与
力
門
徒
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
場

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て
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大
和

・
伊
勢
国
境
の
峡
し
い
山
脈
に
阻
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
直
線
で
約
六
十
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
は
伊
勢
街
道
に
よ
り
交
通
上
、
比
較
的
近
い
関
係
に
あ

っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
射
和
は
、
櫛
田
川
中
流
に
位
置
し
中
世
に
お
い
て
は
こ
の

地
ま
で
航
行
を
可
能
に
し
、
射
和
津
と
し
て
交
通
上
の
重
要
拠
点
と
し
て
発
達
し

た
。
そ
れ
は
近
辺
に
古
代
よ
り
の
丹
生
の
産
地
を
控
え
、
射
和
は
そ
の
製
錬

・
中
継

の
場
と
し
て
、

又
、

白
粉
の
生
産
が

行
わ
れ
る
な
ど
の
経
済
上
の
拠
点
で
も
あ

っ

た
。
し
た
が

っ
て
、
大
和
を
越
え
堺
や
中
央

へ
の
交
通
路
も
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
上
宮
寺

(如
光
)
を
媒
介
と
し
て
吉
野
飯
貝
と
射
和
の

間
に
は
何
ら
か
の
連
絡
を
持

っ
た
こ
と
が
想
定
出
来
る
が
、

『
如
光
弟
子
帳
』
の
百

余
の
如
光
門
徒
の
分
布
を
考
え
る
時
、
何
ら
か
の
商
業
活
動
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え

ら
れ
な
い
。
故
井
上
鋭
夫
氏
の
提
唱
さ
れ
た
ワ
タ
リ
の
存
在
を
こ
こ
で
打
ち
出
す
の

は史料的
にもあまりに早急
であ
るが、吉野―
射和―
三河と
いう地理

的
関
係
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
交
渉
を
可
能
に
す
る
の
は
少
く
と
も
経
済
上
の
連

関
を
見
逃
が
す
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
如
光
を
三
河
門
徒
団
の
雄
た

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
も
、
彼
が
何
ら
か
の
形
で
商
業
活
動
に
関
与
し
て
い
た
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
連
座
像
を
所
蔵
す
る
松
阪
市
射
和
本
宗
寺

(大
谷
派
)
は
、
三

河
土
呂
本
宗
寺
の
寺
跡
を
継
承
す
る
別
格
寺
院
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
中
期
真
楽

寺
を
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
真
楽
寺
は
、
寛
永
二
年

(
二
(
二
五
)
播
磨
船
場
本

昔
々
よ
り
従
意
(’宣
通
ズ
々
に
よ
り
一々
が
取
り
立
て
ら
れ
真
楽
々
を
称
し
た
が
、

一
〇
四

宝
暦
年
中
本
宗
寺
と
改
号
し
院
家
に
復
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
射
和
の
地
に

は
も
と
も
と
上
宮
寺
の
隠
居
所
、
も
し
く
は
下
道
場
が
あ
り
、
そ
れ
が
真
楽
寺

へ
と

継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
三
河
と
の
密
接
な
地
で
あ
れ
ば
こ
そ
近
世
中
葉
に
本
宗
寺
寺
跡

寺
院
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
射
和
本
宗
寺

が
こ
の
連
座
像
を
伝
持
し
て
来
た
こ
と
が
何
よ
り
も
こ
の
証
左
と
な
る
が
、
元
来
こ

の
地
が
如
光
に
よ
っ
て
門
徒
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
近
世
の
本
宗
寺
が
如
光

顕
彰
と
い
う
形
で
こ
れ
を
伝
え
て
来
た
も
の
と
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。
こ
う
し
た

点を考慮すれば、土
呂坊―
如光
の関係が濃厚
であ
ったことを逆
に裏付

け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
実
円
の
動
き
と
本
宗
寺
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
実
円
の
周
辺
に
焦
点

を
当
て
て
み
た
い
。

本宗寺
は、実
円―
実勝
(教鐙)―
証専
(教什)と相承し、
三河
一

揆
後
の
破
却
に
よ
り
血
脈
は
絶
え
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
は
英
賀
本
徳
寺
に
て
相
承

さ
れ
て
ゆ
く
。
実
円
自
身
は
、
周
知
の
通
り
実
如
の
三
男
で
あ
る
が
円
如

・
兼
珍
が

早
世
す
る
た
め
、
実
質
的
に
は
実
如
の
唯

一
の
男
子
で
あ
り
、
証
如
代
に
は
叔
父
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
息
男
実
勝
の
妻
は
願
護
寺
実
恵
の
女
で
あ
り
、

証
如
期
陰
の
支
配
者
慶
寿
院
の
姪
に
当
た
る
。
さ
ら
に
そ
の
息
男
証
専
の
妻
は
、
顕

如
の
妹
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
宗
々
歴
代
は
、
常
に
本
願
寺
宗
主
と
極
め
て
近
い

一

一

一
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本願寺 三河

播州

8
)

8

・
1

　

播
州
よ
り
上
洛

(
9

・
7

)

(7

・
12
)

13

八

n

6

実　　　 円　　　 所　　　 在　　　 一　　　 覧

15 14

2

・
21

　

三
河
よ
り
上
洛

(上
宮
寺
と
同
道
)

(5

・
6
)

5

・
12

　

早
々
上
洛

・
し
の
び

(I

・
28
)

6

・
17

　

播
州

へ
下
る

天
文
5

孚
八

8

・
26

　

阿
弥
陀
堂
上
棟
)

・
18
)

血
縁
・
姻
戚
関
係
に
お
り
I
水
禄
二
年
(
一
五
五
九
ご
附
設
寺
・
顕
詮
寺
と
共
に
最

初
の
勅
許
院
家
に
補
せ
ら
れ
る
な
ど
、
常
に

一
門
の
最
重
要
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
本
宗
寺
、
殊
に
実
円
の
地
位
の
重
要
性
は

『天
文
日
記
』

　

『
私
心

記
』
に
頻
出
す
る
記
事
に
よ

っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
ち
な
み
に
実
円
の
往
還
を

こ
れ
ら
よ
り
拾
い
出
し
て
み
る
と
別
掲
の
よ
う
で
あ
る
。

→ 4 ・・・争 く ・・ ・如 そ ●●●●●●y そ ●●●●●●丿丿●●●●)● 4 ●●丿●●●少 4 ●●●尹← 4 ●●●争 そ●●●¥ 4 ●‥少 咲●‥斗 4 ●●●●●●●●●●●〃

八

12官
・
5

　

斉
)

・
8
)

・
28
)

官

1219

播州

播州

1

・
1

　

上
洛

1

・
19

(20
日
に
)
播
州

へ
下
国

11

一
〇
五

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て

7

21

23

 

上
洛

16

(5

・
29

　

去
年
よ
り
逗
留
)

(7

・
23
)

(1

・
25

　

実
如
廿
五
回
忌
目
を
煩
い
不
出
)

(2

・
2

)

(5

・
7
)

(7

・
13
)

12

・
15

　

播
州

へ
下
向

(2

・
9
)

T

恕

●●●●●・争←　 → 冬 ●●●●●●

木願寺　　 播　 州　 本願寺

6

・‥少← → 4 ・・・争←

?

18

T

・
10

　

播
州
の
こ
と
に
つ
い
て
本
宗
寺
よ
り
注
進
)

3

・
1

　

涵
州
よ
り
上
洛

7



7
●

22

七
月

　

カ

マ
ヤ

　

尊
宗

上
野

　　

祐
心

j `

●●●●●・斗 ←

?

録
が
存
し
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
と
に
よ
る
と
、
願
随
寺

旧
蔵
の
も
の
は
本
宗
寺
焼
失
記
録
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
9　

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

7

)

24

　

上
洛

8
)

?

(←

は在
国

　

…
…
y
は
在
本
願
寺

(

　

)
は
在
本
願
寺
を
示
す
記
事
。

;
7

順
西

　　

(
カ
(
ヤ
ツ
教
恩

　　

和

泉

　　

永
宗

か
な
り
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
が
、
実
円
は
多
く
は
本
願
寺
に
在
る
も
の
の
下
向

先
は
播
磨
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
河
は
息
男
実
勝

が
天
文
十
九
年

(
一
五
五
〇
)
早
世
ま
で
住
持
で
あ

っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
こ
と
は
三
河
教
団
と
本
宗
寺
を
考
え
る
上
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

。ま
た
本
宗
寺
は
、
蓮
如
開
山
と
し
て
如
光
を
媒
介
に
三
河
坊
主
衆
の
与
力
支
持
が

そ
の
存
在
基
盤
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
本
願
寺
路
線

へ
の
変
更
当
初

の
三
河
教
団
に
と

っ
て
、
本
願
寺
血
縁
寺
院
の
権
威
は
教
団
伸
長
の
た
め
に
有
効
に

作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
の
も
と
に
、
坊
主
衆
に
よ
る
中
央
本
願

寺
に
な
ら

っ
た
勤
番
制
が
、
地
方
教
団
と
し
て
は
異
例
な
形
で
整
備
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

『
月
割
勤
番
帳
』
な
る
も
の
が
碧
南

如

市
願
随
寺
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
知
ら
れ
る
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。

一

方
、
岡
崎
市
本
宗
々

(本
願
寺
派
)
に
は
や
は
り
月
湖
で
勤
看
者
4　
が
記
さ
九
だ
記

八
月

　

タ
イ

タ

　

祐
専

　　

大

門

　　　

了
賢

　　

岡

サ
キ

　　　

秀
了

　　

で

順
正

「目
」

　

了
順

　　

オ

ホ

ト

モ

　　

尊
誓

　　

山

ム
ロ

　　　

教
願

　　

大
浜

道
場

八

町

　

教
恩

　　

高
た
な

　　　

専
宗

　　

野

　

口

　　　

了
恵

　　

八
揚

誓
順

こ
の
よ
う
に
、
三
河
坊
主
衆
が
毎
月
ほ
ぼ
十
二
名
程
度
割
り
振
り
さ
れ
番
役
が
課

せ
ら
れ
る
。
時
期
的
に
は
天
正
末
か
ら
文
禄
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
坊
主
衆

の
与
力
支
持
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
点
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
ヵ

寺
の
う
ち
で
も
上
宮
寺
で
は
こ
れ
と
は
別
に
独
自
の
勤
番
制
が
布
か
れ
て
い
た
よ
う

で
、
天
正
十
九
年

(
一
五
九

一
)
の
末
寺
連
判
状

(
写
)
に
は

「
御
番
之
事
、
御
ち

や
う
め
ん
の
通
、

一
は
ん
七
日
ッ
ヽ
御
院
家
さ
ま

へ
ま
い
り
、
御
と
う
明

・
御
そ
う

(銭
ヵ
)

　　　　

帥

ち
等
は
可
申
候
、
尤
七
日
之
内
(
我
k
共
手
伝
に
て
御
座
候
)
と
あ
り
、
坊
主
衆
に

と

っ
て
は
二
重
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
中

央
本
願
寺
に
倣

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
本
宗
寺
で
は
す
で
に
実
円
の
頃
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
、
門
末
の
う
ち
に
は

一
部
直
参
化
の
動
き
が
惹
起
し

尭
よ
う
で
あ
る
。

『
ヌ
文
日
記
』

　

俣
文
13
・11
・6
条
万
に
は
　1上
官
寺
門
寂
之

(12

・
18

　

死
去
於
本
願
寺
)

中
畑

永
願

大
草

教
頓

超
秀

タ

カ
ト

リ

　　

祐
念

　　

ヲ
ク
ト

ノ

　　

空
願

ナ

カ

ソ

ノ

　　

良
恩

　　

ホ

キ
ウ

　　　

祐
西

弘
治
1

咲●●●●1●



大
谷
本
願
寺
釈
実
如

(花
押
)

~

　　　　

永
正
十
六
年

皿

七
月
廿
八
日

㈲

　

方
便
法
身
尊
像

　　

1　　

　　　　　　

ご
二
河
国

幡
豆
郡
志
貴
庄

鷲
塚
惣
道
場
物
也

と
明
記
し
、
枚
方
坊
順
興
寺
と
共
に
実
如
が
開
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
土
呂
坊
と
並
ぶ
存
在
で
あ
り
な
が
ら
鷲
塚
坊
の
名
を

『
天
文
日
記
』
に
は

一
度
も
見
な
い
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
が
そ
れ
は

お
そ
ら
く

土
呂
坊
が
実
円
入
寺

迄
確
た
る
住
持
が
な
か
っ
た
と
同
様
に
、
鷲
塚
坊
も
実
如
開
山
で
あ
り
な
が
ら
退
転

ま
で
本
願
寺
血
緑
者
が

入
寺
し
た
形
跡
が

な
い
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か

し
、
こ
の
両
者
は
成
立
の
事
情
も
異
な
る
別
個
の
坊
で
あ
り
な
が
ら
、

「
参
州
本
宗

剛

寺
の
御
坊
土
呂

・
鷲
塚
」
と
い
う
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
坊
が
本
宗
寺

の
名
の
も
と
に
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
何
故
に
土
呂
坊
の
外
に
坊

を
設
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
鷲
塚
坊
の
果
し
た
役
割
は
奈
辺
に

あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
少
し
く
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
鷲
塚
坊
の
存
在
し
た
地
で
あ
る
碧
南
市
鷲
塚
町
願
随
寺
に
は
、
次
の
よ
う

な
裏
書
の
絵
像
本
尊
が
所
蔵
さ
れ
る
。

内
号
直
参
不
通
衆
有
之
間
、
此
人
数
本
宗
寺

へ
出
頭
相
止
冷
者
、
可
為
祝
着
之
由
、

上
宮
寺
被
申
之
也
。
本
宗
寺
返
事
ボ
(
直
参
之
由
被
申
衆
者
、
本
寺
へ
可
伺
也
、
以

私
之
儀
難
申
付
之
由
、
被
返
事
也

(以
下
略
)
。」
と

い
う
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
勁
き
は
、
番
役
に
象
徴
さ
れ
る
末
寺
役
の
二
重
構
造
か
ら
の
忌
避

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
れ
が
上
宮
寺
系
だ
け
の
現
象
で
あ
る
か
は
こ
れ
だ
け

で
は
判
然
と
し
な
い
。

上
宮
寺
と
本
宗
寺
と
の
創
草
以
来
の
関
係
を
思
い
合
わ
す

と
、
大
和

・
伊
勢
の
勁
向
に
同
調
す
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
、
あ
る
い
は
上
宮
寺

系
門
末
に
は
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

・い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
河
に
お
け
る
本
宗
寺
の
存
在
を
、
勤
番
制
の
確
立
と
末
寺

直
参
化
の
動
き
に
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
三
ヵ
寺
体
制
を
ほ
ぽ
完
全
に
包
摂
し

た
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

そ
し

て
、
享
禄
四
年

(
一
五
三
一
)
加
賀
大
小

一
揆
に
三
河
門
徒
が
出
兵
し
た
の
も
そ
の

具
体
的
表
徴
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
裏
書
㈲
は
、
土
呂
坊

・
鷲
塚
坊
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
と
思
わ
れ
、
特

に
以
下
の
二
点
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
〇
七

次
に
、
本
宗
寺
を
考
え
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
今

一
つ
の
坊
た
る
鷲
塚
坊
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

実
悟
の

『
本
願
寺
作
法
次
第
』
に
よ
れ
ば
、

「
但
鷲
塚
は
実
如

(上
人
)
に
て
御

入
侯
蹴
」
と
鷲
塚
坊
に
つ
い
て
は
、
や
や
明
確
を
欠
い
た
表
現
を
と
る
。
又

『
日
野

一
流
系
図
』
に
お
い
て
は
、
実
如
の
条
に

「
河
州
枚
方
坊
井
参
州
鷲
塚
之
坊
開
山
」

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て

四



釈

実

如

(花
押
)

㈲

　

永
正
十
六
年

妃
七
月
廿
八
日
書
之願

主
釈
顕
誓

一
〇
八

勤
番
帳
』
を
伝
え
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
恵
性
の
伝
承
は
あ
る
程
度
信
拠
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

一
方
、
㈲
の
願
主
顕
誓
は
、
晩
年
の
塾
居
先
で
あ
る
英
賀
本
徳
寺
よ
り
発
見
さ
れ

た
こ
と
よ
り
、
蓮
如
四
男
光
教
寺
蓮
誓
の
子
顕
1　
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
顕
誓
と
㈲
と
が
本
尊
を
同
時
に
下
付
さ
れ
た
こ
と
は
、

一
般
と
は
異
な

っ

た
実
如
の
血
縁
か
そ
れ
に
準
じ
た
相
手
に
同
時
に
下
さ
れ
た
と
見
て
大
過
な
い
と
思

わ
れ
る
。さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
本
尊
を
同

一
線
上
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
『
反
故
裏
書
』

に
見
ら
れ
る
永
正
の
三
条
目
の
う
ち
、
永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)
夏
頃
に
発
布
さ

れ
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る

「
一
門

一
家
の
制
」
や
、
同
時
期
頃
の

「
新
坊
舎
建
立
停
止

令
」
と
の
関
連
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
金
龍
静
氏
が

越
中
勝
興
寺
の
事
例
を
も
と
に
考
察
さ
れ
る
が
、
氏
は
こ
れ
ら
の
法
令
は
、
円
如
を

中
心
と
し
た
新
親
族
団
の
確
定
を
目
ざ
し
た
蓮
淳

・
蓮
誓
の
画
策
と
位
置
付
け
ら
れ

翻
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
特
に
後
者
の
場
合
、
例
え
ば
越
中
安
楽
寺
(勝
興
寺
)
の
赤
田
・

打
出
の
草
坊
停
止
の
措
置
は
そ
の
具
体
例
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
法
令
は
主
に
北
国
の
諸
寺
諸
坊
に
対
し
て
打
ち
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
、
全
国
的
に
も
通
ず
る
法
令
と
し
て
理
解
し
た
な
ら

ば
、
本
宗
寺
の
鷲
塚
坊
の
場
合
、
別
坊
で
あ
り
な
が
ら
期
を
同
じ
く
し
て
本
尊
の
下

付
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
別
坊
と
し
て
の
公
認
が
な
さ
れ
た
も
の
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
金
龍
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
円
如
に
視
点
を
置
い

た
時
実
円
は
唯

一
人
の
男
子
兄
弟
で
あ
り
、

一
門
身
分
と
い
っ
て
も
よ
い
立
場
で
あ

っ
た
・
さ
ら
に
鷲
塚
坊
が
、
宗
主
実
如
の
開
山
=
兼
帯
と
い
う

「
御
坊
」
格
に
位
置

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

ま
ず
第

一
点
は
、
昭
和
六
十
年
に
姫
路
市
本
徳
寺
で
発
見
さ
れ
た
絵
像
本
尊
㈲
と

日
付
が

一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

願
随
寺
の
寺
伝
で
は
、
願
主
に
名
を
見
る
恵
性
を
中
興

(蓮
如
弟
子
)
と
し
て
お

り
、
こ
れ
を
願
随
寺
の
道
場
時
代
の
本
尊
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が

っ
て
剛
本
尊
が
、
鷲
塚
坊
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
お
き
た
い
。

ま
た
願
随
寺
は
、
恵
性
以
来
数
代
は
本
宗
寺

「
院
代
職
」
で
あ
り

「
勤
番
の
懸
所
」

と
伝
加
、
㈲
本
尊
や
先
に
も
ふ
れ
た
本
宗
寺
勤
番
制
の
名
簿
と
も
い
う
べ
き

『
月
割

大
谷
本
願
寺
釈
実
如

(花
押
)

永
正
十

一
年

四
十

一
月
廿
六
日

㈲

　

方
便
法
身
尊
像

　　　

∩
‐
‐
川
‐
川
し

参
州
幡
頭
郡
志
貴
庄

ロ
ド
ド
ド
ピ

　　

願
主
釈
恵
性

こ
の
時
期
、
下
付
物
の
年
月
日
が

一
致
す
る
と
い
う
例
は
他
に
も
見
ら
れ
な
い
こ

と
も
な
い
が
、
願
随
寺
に
は
尚

一
木
こ
れ
よ
り
五
年
先
行
す
る
や
や
小
ぶ
り
の
絵
像

本
尊
㈲
を
所
蔵
す
る
。



付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
同
時
に
本
坊
た
る
土
呂
坊
本
宗
寺
の
教
団
内
の
位
置

付
け
を
も
必
然
的
に
高
め
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
お
そ
ら
く
こ

れ
も
、
後
継
円
如
の
近
親
支
持
母
体
の
確
立
を
は
か
っ
た
実
如
の
画
策
と
考
え
て
も

よ
く
、
い
わ
ば
順
得
寺
実
悟
や
勝
興
寺
実
玄
な
ど
が
、

一
代

一
門
身
分
と
さ
れ
た
特

例
と
も
相
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
顕
誓
の
室
妙
祐
は
円
如
の
妹
で
あ
り
、
永
正
十
六
年
二
十

一
才
の
段
階
で

す
でに結婚
して
いたとすれば、円如―
実円―
顕誓
は兄弟
の間柄
とな

る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
時
、
顕
誓
自
身
と
実
円
の
別
坊
た
る
鴛
塚
坊
と
に

同
日
に
実
如
よ
り
本
尊
が
下
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
る

一
定
の
意
図
の
も
と
に
な
さ

れ
た
も
の
と
し
て
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、

顕
誓
自
身
は
光
教
寺
の
後
継
で
あ
り
新
た
な
道
場
本
尊
の
必
要
性
は
小
さ
く
、
こ
の

場
合
道
場
本
尊
と
す
る
よ
り
、
裏
書
の
書
式
も
通
例
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
も
、
円

如
親
族
と
し
て
あ
ら
た
め
て
実
如
よ
り
認
知
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
べ
く
機
能
を
有
し

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
不
備
も
あ
り
こ
れ
以

上
考
察
す
る
用
意
は
な
い
が
、
本
尊
下
付
の
意
義
を
含
め
て
、
実
如

・
円
如
を
め
ぐ

る
本
願
寺
中
枢
の
組
織

・
性
格
を
考
え
る
上
で
、
今
後
注
日
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
第
二
点
目
と
し
て
、
助
の
裏
書
に
は

一
部
に
抹
消
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
痕
跡

(補
註
)

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
年
号

の
次
行
の

「
三
河
国
」
が
書
き
出
し
に
し
て
は
下
が
り
過
ぎ
て
不
自
然
で
あ
り
、
こ

の
上
に
は
何
ら
か
の
上
寺
関
係
が
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て

可
能
性
と
し
て
は
、
上
宮
寺
、
本
宗
寺
、
あ
る
い
は
本
徳
寺
と
い
っ
た
寺
名
を
想
定

す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を
検
討
し
て
み
た
い
。

・
上
宮
寺

『
上
宮
寺
縁
起
絵
』
第
四
幅
に
如
光
没
後

「
如
光
上
人
之
墳
墓
築
于
同
国
鷲
塚
」

の
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
近
世
中
~
末
期
の
成
立
で
あ
る
が
、
如
光
伝

(第
三

・
四

幅
)
に
関
し
て
は
そ
の
多
く
は
史
実
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
す
で
に
織
田
顕

信
教
授
が
指
摘
さ
れ
、
あ
な
が
ち
こ
れ
ら
の
伝
承
が
創
作
で
な
い
こ
と
を
裏
付
け
ら

れ
て
い
る
。
だ
が
何
故
に
如
光
の
墓
が
、
上
宮
寺
や
隠
居
所
の
西
端
辺
で
も
な
い
鷲

塚
の
地
に
築
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
現
在
、
こ
の
地
に
如
光
の
墓
は
存

在
せ
ず
こ
れ
に
関
す
る
伝
承
す
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
地
に
は
上
宮
寺
系
の
門
徒

が
多
く
存
在
し
て
い
た
徴
証
も
あ
る
。
上
宮
寺
の
天
正
十
九
年

(
一
五
九
一
)
の
末

寺
帳
に
は
、
鷲
塚
に

「
長
徳
寺
」
、
『
別
本
如
光
弟
子
帳
』
に
は
同
じ
頃
順
教

・
教
順

二
ヵ
所
の
道
場
が
あ
る
。
こ
の
順
教
の
子
尊
心
が
知
多
郡
乙
川

へ
移
り
円
教
寺
と
号

し
た
と
云
う
。
こ
れ
が
現
在
の
半
田
市
正
通
寺
で
あ
り
、
鷲
塚
姓
を
名
乗
る
。
寺
伝

で
は
願
随
寺
と
同
じ
く
恵
性
を
開
基
と
伝
え
、
近
世
を
通
じ
て
上
宮
寺
末
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
鴛
塚
に
お
け
る
上
宮
寺
系
の
伝
承
は
こ
ち
ら
に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
願
随
寺
が
近
世
初
頭
西
へ
転
派
し
た
た
め
鷲
塚
の
上
宮
寺
伝
承
は
消

滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
今

一
つ
の
上
宮
寺
末
道
場
は
、
同
地
の
蓮
成
寺
に
該

当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
寺
は
江
戸
期
は
知
多
郡
成
岩
無
量
寿
寺
末
で
あ
る

が
、
蓮
如
旧
跡
を
伝
え
る
一
方
、

『
貞
享
の
書
上
』
に
は
実
如
と
の
関
係
に
よ
る
創

建
を
伝
え
、
現
に
実
如
寿
像
と
分
骨
を
伝
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鷲
塚
坊
と
実
如
と

一
〇
九



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

の
関
係
を
裏
付
け
る
証
左
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
上
宮
寺
系
道
場

・
門
徒
の
支
持
を
受
け
て
鷲
塚
坊
が
成

っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら

ヽ

れ
る
。

・
本
宗
寺

願
随
寺
に
所
蔵
さ
れ
る

『
世
間
実
録
』
は
近
世
幕
末
に
成

っ
た
備
忘
録
で
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
当
地
の
河
原
五
郎
右
衛
門

(襲
名
)
家
に
次
の
よ
う
な
裏
書
の
本
尊
を
有

し
た
と
い
う
。

一
、
三
百
代
本
尊

　

鐙
如
判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

‘

天
文
十
二

矣
卯
年
十
月
州
日

本
宗
寺
門
徒
三
河
国
碧
海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

郡
志
貴
庄
2
　岡

願
主
釈
祐
了

尼
真
妙

こ
れ
に
よ
っ
て
、
鷲
塚
寺
内
に
あ
っ
て
鷲
塚
坊
直
属
の
本
宗
寺
門
徒
の
存
在
が
確

認
出
来
る
。
あ
る
い
は
河
原
家
が
本
宗
寺
門
徒
で
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
少

し
時
代
が
下
が
る
が
、
天
正
十
年

(
一
五
八
二
)
本
能
寺
の
変
の
際
、
徳
川
家
康
が
。』

急
進
堺
か
ら
岡
崎

へ
帰
城
す
る
折
、
河
原
五
郎
右
衛
門
が
肝
煎
を
し
た
こ
と
が
本
願

寺
下
間
頼
廉
の
感
状
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
彼
の
存
在
は
鷲
塚
寺

内
に
と
ど
ま
ら
ず
三
河
教
団
に
お
け
る
有
力
門
徒
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
よ
り
、
永
正
段
階
で
本
宗
寺
の
寺
号
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
助
の
裏
書
に
は

「
本
宗
寺
門
徒
」
と
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
本
宗
寺
伝
承
を
伝
え
る
願
随
寺
に

一
一
〇

所
蔵
さ
れ
て
来
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
抹
消
す
る
理
由
は
稀
薄
と
な
る
。

・
本
徳
寺

　　　　　　　　　　　　　　　　

レ

同
じ
く
先
の

『
世
間
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
河
原
家
に
本
徳
寺
門
徒
に
下
付

さ
れ
た
次
の
よ
う
な
本
尊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
、
五
百
代
本
尊
澄
如
御
判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

享
禄
四
年

辛
卯
十
月
二
日

本
徳
寺
門
徒
寺
内
釈
顕
道

こ
こ
に
い
う
寺
内
と
は
、
も
ち
ろ
ん
英
賀
寺
内
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
鷲
塚
の
地
に

こ
れ
・が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
単
に
流
入
物
と
考
え
る
よ

近
い
と
思
わ
れ
る
。

　　　　　　　　

ヽ

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
可
能
性
が
あ
り
決
め
手
に
欠
け

る
の
で
あ
る
が
、
逆
に
言
え
ば
鷲
塚
坊
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
寺
院
と
も
極
め
て

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鷲
塚
坊
は
、
本
坊

土
呂
坊
と
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遠
隔
の
英
賀
坊
と
も
不
明
瞭
な
が
ら
交
渉

を
な
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
在
地
の
大
坊
主
の
支
持
も
、
おヽ
そ
ら
ぐ
土
呂

坊
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
鷲
塚
の
地
理
的
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

と
の
場
所
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
ま
で
衣
ヶ
浦
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
出
来
心
。
如
光
隠
居
所
の
西
端
よ
り
海
路
約
半
里
程
に
位
置
し
、
註
圓
に
も

引
用
し
た
如
く
『信
長
公
記
』砲
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
呂
・亜
々
木
・大
浜
と

り
y
実
円
が
本
徳
心
を
兼
帯
し
た
こ
と
に
そ
の
背
景
を
求
め
る
方
が
I
よ
り
事
実
に



共
に
要
害
富
貴
の
地
と
し
て
、
海
上
交
通
と
流
通
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
た
だ
、
先
に
掲
げ
た
永
正
十
六
年
の
㈲
の
良
1　
が
地
名
の
史
料
上
の
初
見
で
あ

り
、
や
は
り
門
徒
の
形
成
と
共
に
発
展
し
た
場
所
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
ら
に
土
呂
と
同
様
寺
内
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
そ
れ
を

復
元
す
る
こ
と
は
史
料
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
天
文
十
三
年

(
一
五
四
四
)
谷
宗
牧

の

『
東
国
紀
行
』
に

「
わ
し
つ
か
の
寺
内

一
見
し
て
別
れ
た
り
、
む
か
い
は
吉
良
大

家
御
里
成

へ
し
、
こ
こ
の
眺
望
え
も
い
わ
ぬ
入
江
の
磯
な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
一
端

を
垣
間
兄
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
束
本
願
寺
の
下
付
記
録
で
あ
る

『
申
物
胞
』

元
和
六
年

(
一
六
二
〇
)
十
二
月
十
八
日
条
に

「
蓮
如
様

　

無
量
寿
寺
下
三
州
碧
海

郡
志
貴
庄
鴛
塚
八
町
村
池
端

　

祐
珍
」
と
あ
り
、

「
八
町
」
の
地
名
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
。
現
に
昭
和
四
九
年
迄
小
字
名
と
し
て

「
八
丁
」
が
存
し
て
い
た
。
こ
の

叫

こ
と
は
、
土
呂
寺
内
で
行
わ
れ
て
い
た
市
を

「
土
呂
八
町
新
市
」
と
称
し
た
こ
と
を

思
い
合
わ
す
と
、
土
呂
と
鷲
塚
は
同
様
の
町
割
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

両
者
の
関
係
を
こ
の
点
か
ら
も
確
認
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
鴛
塚
坊
は
本
宗
寺
の
別
坊
と
い
う
形
で
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
例
え
ば
富
田
教
行
寺
の
名
塩
坊
な
ど
も
そ
う
で
あ

る
が
、
鷲
塚
坊
の
場
合
、
後
に
一
時
本
坊
が
こ
ち
ら
へ
移

っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ

の
存
在
は
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
鷲
塚
坊
の
場
合
、
蓮
如
開
創
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
実
如
と
の
関

り
の
中
に
創
出
さ
れ
る
と
い
う
権
威
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
同
じ
実
如
開
山
と
し
て

実
悟
系
図
に
見
ら
れ
る
枚
方
坊
の
場
合
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
枚
方
坊

へ
の
実
従

三
河
本
宗
寺
に
っ
い
て

の
入
寺
は

『
私
心
記
』
に
よ
れ
ば
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
十
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
以
前
に
は
坊
舎
そ
の
も
の
の
存
在
も
詳
で
な
い
。
し
た
が

っ
て

「
実
如
開
山
」

も
必
ず
し
も
実
態
を
表
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
順
興
寺
寺
号
も
あ
ら
か
じ
め
授
与

さ
れ
た
名
乗
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
は
極
め
て
形
式
的
な
も

の
で
あ
り
、
鷲
塚
坊
も
実
悟
が
系
図
を
編
纂
す
る
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
に

「
実
如

開
山
」
が
冠
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
宗
寺
寺
号

も
、
顕
誓
の

「
本
宗
寺
の
御
坊
土
呂

・
鷲
塚
」
が
示
す
よ
う
に
、
鷲
塚
坊
も
含
め
て

本
宗
寺
が
機
能
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
二
坊
が
比
較
的
近
い
位
置
関
係
に
あ
り
な
が
ら
並
置
さ
れ
た

背
景
に
は
、
三
河
教
団
が
三
ヵ
寺
と
い
う
極
め
て
強
大
な
大
坊
主
に
よ

っ
て
統
率

・

組
織
化
さ
れ
た
中
に
あ

っ
て
、
門
徒
の
与
力
化
、
さ
ら
に
は
本
願
寺
体
制
化

へ
の
推

進
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

上
来
、
本
宗
寺
を
土
呂
坊

・
鷲
塚
坊
の
両
面
か
ら
そ
の
草
創

・
性
格
等
に
つ
い
て

言
及
し
て
来
た
が
、
問
題
が
多
岐
に
亘
り
意
を
尽
く
し
得
な
か
っ
た
部
分
も
多
く
、

ま
と
ま
り
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
こ
で
一
応
問
題

を
整
理
し
つ
つ
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
結
び
に
か
え
た
い
。

ま
ず
本
宗
寺
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
後
に
成
立
す
る
別
坊
鷲
塚
坊
が
こ
の
地
に
建

立
さ
れ
た
縁
由
か
ら
も
、
如
光

(
上
宮
寺
)
と
の
関
り
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な

】

一
】

結
び
に
か
え
て



一

一

二

れ
る
如
く
、

「
実
如
化
」
と
も
い
う
べ
き
体
制
に
寄
与
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
、
北
陸
筋
に
比
し
て
実
如
の
下
し
た
絵
像
本
尊
の
数
が
、
三
河
教
団

で
は
圧
倒
的
多
数
に
の
ぼ
る
こ
と
も
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
し
た

い
。
す
な
わ
ち
鷲
塚
坊
の
成
立
は
、
三
ヵ
寺
体
制
下
に
あ

っ
て

一
家
衆
本
宗
寺
の
存

在
意
義
を
明
確
た
ら
し
め
る
べ
く
、
土
呂
坊
の

「
蓮
如
化
」
に
対
す
る

「
実
如
化
」

を
代
弁
す
る
役
割
を
果
し
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
円
如
の
あ
ら
た
な

教
団
形
成
と
い
う
視
座
か
ら
も
重
要
な
部
分
を
占
め
る
も
の
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

尚
、
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
松
阪
市
本
宗
寺

・
姫
路
市
亀
山
本
徳
寺

・
碧
南
市
願

随
寺
の
所
蔵
史
料
、
同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
の
調
査
資
料
他
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
又
、
諸
賢
の
御
教
示
を
屹
う
次
第
で
あ
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

い
。
さ
ら
に
、
本
宗
寺
の
教
線
が
三
河
に
止
ま
ら
ず
伊
勢
射
和

・
大
和
吉
野
な
ど
に

も
伸
び
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
上
宮
寺
系
の
教
線
が
伸
び
門
徒
形
成
が
行
わ
れ
て

い
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
宗
寺
と
上
宮
寺
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
如
光
は
、
伝
承
土
呂
坊
創
建
の
応
仁
二
年

に
没
し
て
お
り
、
土
呂
へ
の
蓮
如
誘
引
の
足
掛
り
を
作

っ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、

そ
の
後
も
こ
の
立
場
は
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

佐
々
木
上
宮
寺
に
対
す
る
蓮
如
よ
り
の
下
付
物
が
他
の
ニ
カ
寺
に
比
し
て
多
』
こ
と

も
、
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

次
に
、
土
呂
坊
本
宗
寺
は
播
磨
英
賀
坊
本
徳
寺
と
そ
の
成
立
の
状
況
や
性
格
が
類

似
し
て
お
り
、
特
に
そ
の
創
草
に
あ
た
っ
て
は
、
如
光

・
空
善
と
い
う
蓮
如
門
弟
の

重
鎮
が
共
に
基
盤
形
成
の
先
駆
と
し
て
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
共
に
実
如
の
息
男
が
入
寺
し
た
と
い
う
点
で
は
、
実
如
が
最
も
期
待

を
寄
せ
た
と
も
言
え
、
後
の
両
寺
兼
帯
は
実
質
的

一
本
化
で
も
あ
り
、
殊
に
本
徳
寺

と
鷲
塚
坊
も
何
ら
か
の
呼
応
が
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
今
後
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮

し
つ
つ
両
寺
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
本
宗
寺
は
、
在
地
に
お
け
る

「
蓮
如
開
山
」
と
し
て
の
カ
リ
ス
マ
的
存
在

と
し
て
、
三
河
教
団
の
本
願
寺
化
に
極
め
て
有
効
に
作
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
実
円
の
入
寺
は
そ
れ
を

一
層
推
進
し
た
も
の
と
言
え
る
。
言
う
迄
も
な
く
実
円

は
、
実
如
1
　

男
と
し
て蓮
如
のあ
と
、
実
如i
円
如
体
制
下
の教
団
形
成
に重
要

な
役
割
を
荷
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
彼
の
入
寺
の
意
義
は
、
蓮
如
に
よ
っ
て
本
願
寺

化
か
進
め
ら
れ
た
三
河
教
団
で
は
あ
っ
た
が
、
鷲
塚
坊
の

「
実
如
開
山
」
に
代
表
さ

註

田

　

織
田
顕
信

「
『本
宗
寺
』
考
‐
」
真
宗
教
学
研
究
第
3
号

(
昭
54
)
。

図

　

両
寺
と
も
応
仁
二
年
五
月
廿
日
の
日
付
を
有
す
る
が
、
応
仁
寺
の
も
の
は
昭
和
六
十
二

年
二
月
盗
難
に
遇
い
現
在
所
在
不
明
。

圓

　

岡
崎
市
専
福
寺
蔵
。
同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
六
号
二
〇
〇
頁
。

圃

　

m
F

問

　

「
三
河
国
端
に
土
呂

・
佐
座
喜

・
大
浜

・
鷲
塚
と
て
海
手

へ
付
け
て
然
る
べ
き
要
害
、

富
貴
に
し
て
人
多
き
湊
な
り
。
大
坂
よ
り
代
坊
主
入
れ
置
き
、
門
徒
繁
昌
侯
て
既
に
国
中

過
半
門
家
に
な
る
な
り
。」

㈲

　

「
土
呂
山
畠
今
昔
実
録
」

　

新
行
紀

一

　

『
一
向

一
揆
の
其
礎
構
造
』
二
二
〇
頁
。

閉

　

『本
願
寺
作
法
次
第
』

　

(真
宗
聖
教
全
書
四
1
九
〇
四
頁
)



釈
蓮
如
(花
押
)

応
仁
二
年

E
五
月
廿
日願

主

　

釈
恵
薫

三
河
坊
主
衆
中

へ

其
外
加
州

へ
下
国
衆
中

へ
」

(福
井
県
諦
聴
寺
旧
蔵
文
書
)

剛

　

『
反
故
裏
書
』

　

(
『続
真
宗
大
系
』
第
十
五
巻
二
〇
八
頁
)

剛

　

註
㈲
に
同
じ
。

叫

　

『富
山
県
史
』
通
史
編
I
中
世
第
四
章
第

一
節
七
、
永
正
末
期
の
三
法
令
。

叫

　

註
剛
に
同
じ
。

叫

　

碧
南
市
願
随
寺
蔵
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
実
如
上
人
之
御
絵
像
ヲ
申
給
示
今
当
寺
。「
掛

随
候
。」
と
あ
り
、
現
に
大
谷
派
蓮
成
寺
に
伝
え
る
実
如
影
像
に
は
裏
書
を
欠
く
が
技
法

的
に
も

寿
像
と
認
め
ら
れ
る
。

叫

　

碧
南
市
鷲
塚
町
の
河
原
家

(現
当
主
河
原
長
市
氏
)
に
は

『世
間
実
録
』
に
記
さ
れ
る

本
尊
等
は
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
が
、
蓮
如
筆
と
認
め
ら
れ
る
六
字
名
号
を
所
蔵
さ
れ

る
。

剛

　

能
令
申
候
、
男
自
木
作

左
御
報
具
披
見
申
侯
、

定
玖
琵
之
義
別
而
祝
着

申
侯
、
即
令
披
露
侯
、
今
度

三
河
守
殿
御
上
洛
侯
間
、

御

一
乱
之
儀
被
仰
侯
処
、

京
都
不
案
之
義
付
而

俄
御
下
向
之
事
而
侯
間

不
相
調
重

而
本
作
左
始

年
寄
衆
御
取
成
候
処
、

以
書
状
令
申
弥
貴
所

御
肝
煎
需
作
左
匹
ぷ
ぎ

頼
入
候
、
家
康
路
次
無
別

義
御
帰
国
之
由
珍
重

二
存

　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

侯
、
猶
期
後
音
侯
、
恐
―
謹
言

㈲

　

「
新
出
の
蓮
如

・
如
光
連
座
像
に
つ
い
て
」
同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
報
第
二
号

(
昭
62

・
3
)

朗

　

註
閃
で
あ
げ
た
応
仁
寺
蔵
の
六
字
名
号
裏
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

三
河
本
宗
寺
に
つ
い
て

一

一

一
一

一

㈲

　

こ
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
愛
知
女
子
短
期
大
学
教
授
早
島
有
毅
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い

た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

㈲

　

1　
徳

・
慶
順
の
名
は
、
如
光
弟
子
帳
と
も
言
5
べ
く

『門
徒
次
第
之
事
』
に
は
見
ら
れ

な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
弟
子
帳
以
外
の
門
末
の
存
在
を
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

㈲

　

小
山
正
文

「
本
澄
寺
本

『教
行
信
証
』
の
歴
史
的
考
察
」

　

(安
城
歴
史
研
究
第
四
号

・

昭
53
)

叫

　

宮崎
円遵
「尨
如
の吉
野
の旅-
吉
野
の初期教
団-
」

　

(
二
葉
憲
香
博
士
還
暦

記
念

『宗
教
史
論
集
』
所
収
)
。

㈲

　

邦
訳

『
日
葡
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、
冒
呪
ヨ
Q
と
は
ま
っ
す
ぐ
な
線
・
筋
、
ま
た
血
統
と

い
う
意
を
表
わ
す
。

　　　　　　　　　　　　　　

(勧
)

叫

　

『上
宮
寺
縁
起
絵
』
に
は

「
如
光
上
人
於
勢
州
射
沢
口
化
益
」
の
段
が
あ
る
。

叫

　

拙
稿

「
中
世
末
期
に
お
け
る
三
河
上
宮
寺
の
本
末
関
係
」

　

(近
世
佛
教
第
四
巻
四
号

・

昭
55
)
。

㈲

　

『蓮
如
上
人
御
隠
桟
実
記
』

　

(
『真
宗
全
書
』
第
六
九
巻
三
四
二
頁
)

叫

　

和
田
康
道

「
三
河
真
宗
の
復
興
」
(十

一
)
(真
宗
三
八
〇
号
)
(昭
8

・
6
)

㈲

　

『新
編
岡
崎
市
史
』
6
史
料
編
古
代
中
世
六
ニ
ー
頁
。
尚
、
上
宮
寺
に
は
こ
こ
に
い
う

『番
帳
』
I
原
本
-

(同
書
六
三
五
頁
)
も
存
す
る
が
、
こ
れ
は
一
斑
五
日
づ
つ
と
な
っ

て

い
る
。

叫

　

「
態

一
筆
取
向
侯
、
男
今
度
於
波
佐
谷
被
遂

一
戦
、
被
得
大
利
侯
、
定
忠
節
悦
入
候
、

殊
更
長
々
在
陣
、
辛
労
痛
入
侯
、
弥
馳
走
可
頼
入
候
、
穴
賢
々
々
。



播
磨
国
前
西
郡

英
賀
東
常
住
物
也

大
谷
本
願
寺
親
鸞
聖
人
御
影

二

　

(昌
)
一

明
応
五
年
ご

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

一
六
月
十
七
日

形
部
卿
ノ
事
也

頼
廉
判

河
原
五
郎
右
衛
門
殿

御
宿
所

　　　　　　　　　　　　　

y

上
書
一二

五
郎
右
衛
門
尉
殿
卜
有
。

　　　　　　　　　　　　　

’

(現
存
し
な
い
が
願
随
寺
蔵

『世
間
実
録
』
に
よ
る
。)

　　

‐

叫

　

木
徳
寺
の
成
立
を
知
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
親
鸞
影
像
が
、
近
時
名
古
屋
市
中
区
養

念
寺
で
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
裏
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

[
一
四

と
考
え
ら
れ
る
。

叫

　

註
帥
に

「
御
坊
ノ
跡

(
、
今
池
ト
ナ
タ
、
其
前
ノ
地
ヲ
門
ノ
内
卜
称
ヌ
、
叉
木
澄
寺
屋

敷
卜
云
有
)
と
あ
る
。

叫

　

『新
編
岡
崎
市
史
』
付
録
I

「
懐
玉
三
河
州
地
理
図
偕
」
。

叫

　

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
粟
津
家
記
録
。

叫

　

徳
川
家
康
文
書
天
正
元
年
上
林
越
前
宛
判
物

(
『徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
上
巻
二
〇

〇
頁
)
に
こ
の
文
言
が
見
ら
れ
る
。

叫

　

慶
長
四
年
十

一
月
廿
九
日
田
中
吉
政
本
宗
寺
宛
掟
書
に

「
一
諸
役
ホ
、
前
t
如
鷲
塚
令

免
除
事
」
と
あ
る

(
『新
編
岡
崎
市
史
』
6
史
料
古
代
中
世
八
九
二
頁
)
。

㈲

　

名
号
本
尊
と
蓮
如
・
如
光
連
座
像
の
他
に
、
親
鸞
聖
人
翰
伝
(文
明
八
・
十
一
・
廿
)
・

親
鸞
聖
人
影
像

(文
明

十
四

・
十
二
・
廿
二
)
・
黒
谷
源
空
上
人
影
像

(延
徳

一
・
十

・、

十
)
・
『教
行
信
証
』
識
語

(延
徳

一
・
十

・
廿
八
)
な
ど
を
蓮
如
よ
り
授
か
っ
て
い
る
。

叫

　

管
見
で
は
、
現
在
ま
で
三
カ
寺
関
係
の
実
如
下
付
絵
像
本
尊
等
を
次
の
よ
う
に
確
認
し

て
い
る
。
上
宮
寺
十
三

(う
ち
蓮
如
像

一
)
、
勝
鬘
寺
五
、
本
証
寺
十
六
、
他
に
浄
妙
寺

二
、
三
ヵ
寺
外
五

(う
ち
親
鸞
像

一
)
、
不
明

一
。

碧南市願随寺蔵

こ
れ
は
『第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』
八
五
に
「
明
応
五
年
九
月
廿
日
、御
開
山
ノ
御
影
様
、

「空
善
二御
免
、中
く
ア
リ
カ
タ
サ申
ニカ
キ
リ
ナ
キ
コト
ナ
リ
・」
(昌
禰
四三〇乙

と
あ
る
よ
う
に
、
元
来
空
善
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
誼
如
の
添
書
に
よ
り
、

実
円
に
よ
っ
て
表
装
が
直
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
影

像
が
木
徳
寺
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
木
徳
寺
寺
伝
の
通
り
、
英
賀
坊
は

も
と
も
と
空
善
に
よ
り
道
場
化
が
進
め
ら
れ
、
後
に
蓮
如
に
よ
り
取
り
立
て
ら
れ
た
も
の

斯
表
補
絵
依
及
古
曳
令
直
之
吃

右
裏
書
者
任
釈
実
円
所
好
残
留
焉

天
文
十
四
稔

配

十

一
月
十
三
日

釈

誼

如

(花
押
)

望
見

　　　

一

△
補
註
V


